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パルスパワー放電法によるDLC Warm Dense Matterの形成とその評価
Generation and evaluation of warm dense diamond-like-carbon by using

pulsed-power discharges
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高速点火レーザー核融合では，加熱レーザーから核融合燃料へのエネルギー結合効率が重要である．一般
的に加熱レーザーのエネルギーは，一旦高速電子に変換され，高速電子が媒体となり核融合燃料を加熱する．
しかしながら，従来の金コーンでは，核融合燃料内で適切にエネルギー付与できない高エネルギー高速電子
や，金コーンから脱出することのできない低エネルギーの高速電子の増大，高 Z物質とのクーロン衝突によ
る電子散乱等の問題が発生する．このため，高速電子と核融合燃料の高速電子と核融合燃料の結合効率を向
上させる手法を検討することが必要となっている．現在これを解決するため，数値解析により [1]，低 Zコー
ンを利用することが検討されている．低 Zコーンを利用することで，従来よりも高速電子の輸送に直進性が
高まり，核融合燃料加熱率が高まることが予測されている．また，高い電気伝導率を有する物質を用いるこ
とで，高速電子の発散が抑えられることが明らかとなっている [2]．これらのことから，ダイアモンド様炭素
（DLC）製のコーンが提案され [3]，金コーンと比較して，コーン壁内での高速電子の阻止能の低減，その結
果としてエネルギー結合効率が上昇する事がシミュレーションで予測されている．
一方，加熱されたDLCの物性は，明らかになっておらず，特にその電気伝導率の定量的な評価が必要不可

欠である．しかしながら，レーザー等を用いた場合には，密度や温度等の状態が定義することが困難であるこ
とや導電率の絶対値を観測することが困難であることから，新たな物性計測手法を検討する必要がある．これ
まで，定量的に電気伝導率が計測されているものとして，パルスパワー放電法による導電率計測法が挙げら
れる．本手法は良導体の金属細線や発泡金属等に対して加熱を行いながら，印加した電圧及び電流を直接観
測することで，導電率を観測することができる．しかしながら，DLCのような不導体をパルスパワーによっ
て加熱することが困難であるため，DLCの加熱方法を検討する必要がある．
本研究の目的は，パルスパワー装置を用いて DLCの導電率計測方法を検討することである．DLCの導電

率計測方法として導体細線表面にDLC膜をコーティングして，衝撃加熱することが一つの手法としてあげら
れる．そのためには，DLCの抵抗値に比べて十分小さな導体細線が必要である．実際には，その導体細線は
低温高密度プラズマとなっており，WDM領域のアブレータとなると考えられる．これまでのWDMの導電
率計測結果より，金の導電率は極めて低いことが明らかとなっている [4]．この金のWDM領域の導電率を利
用して，DLCの導電率計測系及び状態を評価することが可能である．
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